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いずみの国

施 設長

冨永 健 司

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

や
は
り
、
お
か
し
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い

る
。
福
田
首
相
が
そ
の
対
応
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
こ
の
制
度
は
そ
も
そ
も
郵
政
民
営
化
選
挙
で
圧
勝

し
た
小
泉
首
相

（当
時
）
が
０６
年
、
選
挙
の
余
勢
を
駆

っ
て

「骨
太
の
方
針
」
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
小
泉
元
首

相
は
徹
底
し
た
新
保
守
主
義
者
で
あ
り
、
国
家

の
基
礎
構

造
改
革
を
強
力
に
推
進
し
た
。
規
制
緩
和
、
自
由
競
争
、
市

場
原
理
を
旨
と
し
減
税
、
自
由
経
済
、
小
さ
な
政
府
を
目

指
し
て
社
会
保
障
関
係
費
も
聖
域
化
し
な
い
と
し
た
。

老
化
と
は
病
と
の
共
生
で
も
あ
る
。
年
を
と
れ
ば
あ
ち

こ
ち
痛
み
、
動
き
も
不
自
由
に
な

っ
て
く
る
。
こ
れ
は
誰

で
も
歩
む
道
で
あ
り
、
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。
〈′
回

の
制
度
は
、
高
騰
す
る
高
齢
者
の
医
療
費
を
別
枠
化
し
て

公
表
し
、
利
用
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。
介
護
も

例
外
で
は
な
い
。
こ
の
５
月
１３
日
開
催
さ
れ
た
財
務
相
の

諮
問
機
関
で
あ
る
財
政
制
度
等
審
議
会
は
、
介
護
保
険
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
要
介
護
度
２
以
ド
の
軽
介
護
の
人
を

介
護
保
険
の
対
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
。

こ
れ
は
「老
人
は
死
ん
で
く
だ
さ
い
国
の
た
め
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
強
者
の
論
理
で
あ
る
。
人
間
性
を
少
し
も
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
構
造
改
革
を
許
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

生
涯
を
か
け
て
働
き
続
け
、
家
庭
と
社
会
を
守

っ
て
き

た
お
年
寄
り
が
、
元
気
で
胸
を
張

っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

し
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
も
計
は
お
年
寄
り
を
地
域
の
長
老

と
し
て
尊
敬
し
て
い
た
。
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
の
ス
ー
族
は
、

老
人
を
『
ワ
イ
ズ

マ
ン
（賢
者
ご
と
し
て
最
高
位
を
与
え
、

．
族
の
誇
り
と
し
た
。
世
界
最
強
の
経
済
大
国
に
な
ら
な

く
て
い
い
、
世
界
５
位

の
軍
事
大
国
で
な
く
て
い
い
。
むヽ

安
ら
か
に
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
国
に
な

っ
て
ほ
し
い
。



介護保険総合ケアセンター いずみの園

2008年 度基本方針 ←臓籾
■日、福祉 デr護の世界は変革期を迎えている`少子 高齢社会の至来、人口農少時代に牢入し、福祉の

基礎構造己夕革、地方分権、三位―イホ己夕革が進められ 福i止医療、年盆もとめた社■碍B曇全イオ、の見直しがお

こなわれている:目1正t難によるセロサム社会たこ

いずみの国ではこれまで、いずみの園なら安心と言うフランドつくりに主力を傾
'王

し一定の評価を受けてきたが、

意EE暉もさらに クオリテイ・サービスの質
|マ

ネジメントキ子営カ ミッシ:1ン使命感|の推進を継続し、サービスと経宮

の質の宣上に■める[

色J立30=を 向かえ、設立の原点であるキリスト孝
'福

祉を問い直し、スピリチユアルケアの推進を□る。キリス ト教福祉の

冥践として、職員一人ひとりのスピリチユアルと専門性を強化し、いずみの園の先進性を確固たるものとする。今日の地域福

祉に限界 ■が見えてきており、障害福社の研究/fdど新しいlLh i或福il構築の拠点としての役害Jを目1旨し、いずみの園のコンセ

プト ローカリテイの実I見を□る。いずみの国のこれからの1 0ilは成71先展期となるであろう〔

重点実施項目住なものを抜粋)

相談課

介護課

看護課

リノヽビリ課

回uJiけ

甲
an苗里恵

の推進

組 紹臨:ヨ|(2008年 4月 1日現在)

■

攀

調

う1

イじ

課

■員総数250名 (2008年 7月 1日現在)

各種委員会
品質管理室

特養事業部

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
聖
彎
ホ
ー
ム

り
八
ビ
リ
課

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
宰

片
Ｐ
深
‐Ｌ

地
域
包
括
支
援
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

冨
黄
推
進
室

ふ
れ
ん
と
館

ふ
れ
あ
い
館

大
分
県
介
護
実
習
Ｈ
及
セ
ン
タ
ー

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
マ
オ

デ
イ
サ
ー

ヒ

ス
か
き
ぜ

障

害

者
デ
イ

生
き
か

い
テ
イ
サ
ー
ビ

ス
北

堀

川

児
姜

ク
ラ
ブ

ヒ
ー

タ
ー

いずみの園だより
:ZuMINOSON0
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総務課 月次決算の分析と視覚化

利用者のニーズに合つた食事の提1共

利用者満足度のlnl定及び分析

i也域 こ家族 待機者への情報発1言

他部署との連携の下、研修の多様化を目指す

クリニックいずみ

り八ビリセンターいずみ

要介護度改善への取り組み

通所介護計画作成 評価

児童クラブとの交流行事の開催

生きがいデイサービス北堀川

障害者生活支援センターエマオ 福祉相談室としての機能の拡大

サービスの標準化 サービスの1固別化

シルバー八ウジング i也域住民とのコミュケーション作り

児童クラブピーター     塾の機能増力0

グループホーム      10域 、家族との交流

介護保険サービスセンター  顧客獲得のための民生委員、老人会等へ介護教室の開催

ケアプランの充実(長期、短気)

曰Cpのオムツ着用者減

ターミナルケアの実施と充実

移乗 移動動作の改善者増カロ

介護保険絶台ケアセンターいすみの園

り
八
ヒ

リ
セ

ン
タ
ー

ケアマンシ ヨン聖愛 ホーム

ホーム長

ケアハウス事業BB在宅サー ビス事業部

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
課

か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

TEL 23‐1616(代 )

lZuMINO SONO MuLTl― SOC:AL WELFARE COMMuNITY



学習療法への取り組み
(報 告 )介 護課 1:任● lTt成|・ll r

学
習
療
法

と
は
、
東
北
大

学

の
川
島
隆
太
教
授
グ

ル
ー

フ
に

よ

リ

コ
ロ
読

と
計
算

を
中

心
と

す

る
教
材

を
用

い
た
学
習

を
、

学
習
者
と
支
援
者

が

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
行

う

こ
と

に
よ

り
、
学
習
者

の
認

知
機
能

や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ

ン
機
能
、
身

辺
自
↓
機
能

な
ど

前
頭
前

野
機
能

の
維
持

。
改
善

を
は
か
る
も

の
で
あ

る
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
島
教
授
グ

ル
ー
プ

の
研
究

に
よ
り
、
ア
ル

ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
、
脳
血
管
型

認
知

り‐
ｉｌ
の
両
タ
イ

フ
に
有
効
な

こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
習
者

の
方

々
に
は
、
生
活
而

で
の
変
化
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い

ま
す
。
具
体
例
と
し
て

「●
笑
顔
が
増
え
、
衣
情
が
豊

か
に
な

っ
た
。
●
自
分

の
意
思
を
積
極
的

に
示
す
よ

う
に
な
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
量
が
増
え
た
。

３
排
泄

・清
衣

・食
事
な
ど
自
分

で
で
き
る
こ
と
は

自
ら
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
４
尿
意
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

５
学
習
が
楽
し
み
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に

な

っ
た
」
と
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
）
）
の
研
究

で
た
ど

り
清

い
た
、
学
習
療

法

の
目
指
す
も
の
は
、
「す

べ
て
の
高
齢
者

に
最
期

ま
で
生
き
生
き
と
尊
厳

の
あ
る
ノ、
生
を
過
ご
し
て

い
た
だ

く
。
学
習
療
法
を
個
別
ケ
ア
に
生

か
す
〓

）

と
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

当
園
で
学
習
療
法
が
導
入
さ
れ
た
経
緯
は
、
人
分

県
内

で
学
習
療
法

を
導

入
し
て
い
る
他

の
施
設
で

の
研
修

の
折
に

「利
用
者

の
方

の
活
性
化
に
良

い
の

で
は
な

い
か
」
と
施
設
長

の
提
案

の
も
と
、
ス
タ

ッ

フ
が
学
ぶ
機
会
を
得
て
、
Ｈ
ｌ９
年
Ｈ
月
１９
Ｈ
よ
り
導

入
に
至
り
ま
し
た
。

最
初
は

「自
分
に
で
き
る

の
か

一と
不
安
を
感
じ

ら
れ
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
日
々
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
、
繰
り
返
し
行
う
中

で

ズ
′
Ｈ

は
、
い
つ
す
る
ん
か
え
」
、
「私
は
、
ヤ
」ね
は
頑
張

ろ
う
と
思
う
ん
よ
」
と
楽
し
み
に
し
て
学
習

の

時
を
待

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
サ
イ
ド

の

「し
ま
せ
ん
か

？
」
の
言
葉

か
け
か
ら
始

ま

っ
た
学
習
で
す
が
、
利
用
者

の
方

の
「し
た

い
」

と

い
う
声

に
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
）
」
の
よ
う
な

声

を
聞
く
時
、
学
習
療
法
が
、
本
来

の
「楽
習
療

法
」
の
意
味
を
持

っ
た
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

あ
る
方
は

「字
が
書
け
な

い
」
と
、
始
め
は
代

筆
で
し
た
が
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
毎

日

積
み
重
ね
て
い
く
中

で
、
徐

々
に
自
分
で
書
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
デ
」家
族

の
面
会
時

に
学
習
療
法
が
話
題

の
中

心
と
な
り
、
デ
」家
族

が
出
題
、
そ
れ
に
答

え
て

い
る
方
も

い
ま
す
。

そ
の
姿

に
ご
家
族
は
驚
き
、
感
動
さ
れ
て
い
ま

す
。最

近

で
は
、
一直
み
書
き

の
時

に

コ
」
れ
は
ど

う
い
う
意
味
で
す
か
ね

？
」
と
尋
ね
る
と
、
「
こ

れ
は
ね
‥
こ
と
、
職
員
が
教
え
て
も
ら
う
こ
と

も
し
ば
し
ば

で
す
。
国
語

の
教
師
だ

っ
た
あ
る

利
用
者

は
、
教

え
る
時
、
と
て
も
生
き
生
き
と

し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
教
師
時
代
に
．戻
っ
た
よ

う
で
す
。

学
習
療
法
を
通
じ
て
、
デ
」
利
用
者

の
今
ま
で

気
付

か
な
か

っ
た

．
面

や
表
情

を
た
く
さ
ん

見
ま
す
。
お

．
人
、
お

ひ
と
り
を
知

る
良

い
機

会

に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

いずみの園だより
iZuMINOSONO お問い合わせ・こ相談は



安心・安全へのいずみの日の
取り組みについて
いずみの関 安全運転管理者 総務部 総務課長● 藤本泰治

は
、
中

津

警

察

署

長

よ

り
冨
永
施
設
長

へ
指
定

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

施

設

長

は

「
父
通
安
全

意

識

を
高

め
、
明

る

い

社
会
実
現

の
た
め

一
九

と
な

っ
て
取

り
組

む
」

こ
と
を
官
．言
し
ま
し
た
。

初
め
て
こ
の
よ
う
な

指

定

を
受

け
、
交

通
安

全

へ
の
活
動
を
改
め
て

考

え
る
機
会

を
得
ら
れ

ま
し
た

こ
と
に
感
謝

い

た
し
ま
す
。

こ

こ
に
、
い
ず

み

の

園
の
交
通
安
全

へ
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

「交
通
事
故
抑
止

モ
デ
ル
事
業
所
指
定
」

い
ず
み
の
園
で
は
、
５０
台
近
く
の
自
動
車
保
有
数
が
あ
り
、
市
内

を
毎
日
忙
し
く
走
り
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
ご
利
用

者
を
送
迎
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
ご
利
用
者
宅
を
訪
問
し

た
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
調
査
に
お
伺
い
し
た
り
と
、
様
々
な
仕

事
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

車
両
を
運
転
す
る
職
員
は
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、

車
両
利
用
回
数
も
膨
大
な
も
の
と
な
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
交
通
安
全

へ
の
活
動
に
つ
い

て
、
取
り
組
み
の
見
直
し
を
考
え
て
い
た
時
、
中
津
警
察
署
の
担
当

者
か
ら

「交
通
事
故
抑
止

モ
デ
ル
事
業
所
の
指
定
を
受
け
て
欲
し

い
」
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
所
内
で
話
し
合

い
「交
通
安
全

意
識

の
再
確
認
に
ち
ょ
う
ど
良

い
機
会
で
あ
る
」
と
、
喜
ん
で
お
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
５
月
２４
日
に
中
津
警
察
署
で
行
わ
れ
た
指
定
式
で

1街 頭指導
毎月2回 、朝の通勤時間帯に、施言1の近くで膏i頭1旨導を行つてい

ます.1也の トライバーヘの,1意を促すとともに、指導に立つ職員

自_F・の交通安全意識の高揚にもつながつています。

1介 護保険利用者への展開
いずみの園では多くの高齢者の方が、介誰保険サービスを利用し

ていますか その高齢者の方 々にも 交i□安全についてのお話さ

せていただきました。バンフレットや、手持ち看板を使い、交通安
―‐について

'主
意事I目をお伝えしました。

1運 転適正検査
人分県警察所有の交通安全孝夕育車|セーフティ′ぶんごJに来園し

てもらい、トライビングシミュレータを使つて、職員の運転適正

噴査を行いました。交通事故をイホ験することができ、安全運転に

ついて考える良い桂会を得ました。

1運 行前点検
S09001に日しつた確認手‖旧で、運行前後の点榛を実施しています。
これにより、車両の整備不良によるトラブルをFらいています。

1研 修会実施
中 妻■察=交 通評の担当者にお願いし、安全運転講習会を開催し

ました。参力□した職員は、安全運転について、さらに認識を深める

ことができました。

|デ イライト活動
日中の運行時、ヘツトライ トを点灯させる「デイライ ト)舌動|を実

施しています。対向車への注意喚起と、運転する職員自身への意

識付けができました。

1情 報共有と環境整備
いずみの園ではパソコンのネットワークを導入しており、その中

で交通事故情部を共有し、再発防止に役立てています。また、園内

の広い敷地の中では、思わずスピー ドがでてしまう1易所があり、

この場所に1施設内徐行Jの標識を設置しました。さらに、敷地へ

の進入と退出のレーンが分りづらい場所がありましたが、道路面

に矢印を表示することで判りやすくしました。

TEL 23-1616(代 )

後
紅終
＾
ぉ
　
状

小
■
”
験
暉
摯
今
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

い

ず

み

の

□

晨

■
●
■

前
に
手
べ
十
九
年

の

た
Ｉ
ｆ
共
訪
止
モ
デ
ル
キ
■
”
ｔ
ｔ
マ

え
邊
ネ
全
の
■
■
ユ
Ｐ
屎
く
終
蠍
ｔ

著
ネ
■
の
え
■
キ
裁
防
止
雄
物
Ｐ

織
任
的
に
晨
向
十
る
，
ご
え
■
ネ
全
に

，
人
，
べ
采
〓
択
め
，
ｔ
た

―
の
“
０
に
■
に
４
が
Ｔ
あ
っ
た
の
ア

ミ
ミ
に
こ
れ
Ｐ
泉
お
ｔ
ｉ
す

旱
Ａ

二
十
年
二
月

二
■
ム
曰

人
分
暴
警
中
ネ
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４
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長
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カ
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饉
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20071FI蔓

「交通事故防止モデル事業所J

□□圏Ω園
これらの「交通事故抑止モデル事業」の活動が評価

され、2007年度の優秀賞を受賞する事となりました。

この事業には、県内18事業者がエントリーし、数

事業所が優秀賞を受賞しましたが、その中の1つに

いずみの園が選ばれることが出来ました。
2008年 2月 25日、中津警察署の署長室で表彰式

が行われ、大分県警察本部交通部長名の表彰状と記

念品をいただきました。
2007年5月以降、全職員で取り組んできたこの活

動が、表彰という形で評価されたことに、′いから感謝

しています。31き続き、交通事故ゼロに向け、いずみ

の園一丸となつて、安全運転に取り組んていきます。

いずみの目だより
:Zum-ONO



全
職
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と
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た
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内
研
修
」
で
す
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、
２
０
０
７
年
度
は
施
設
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念
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キ
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教
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』
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鰤
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ヽ

証
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、
キ
リ
ス
ト
教
福
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と
い
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み
の
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す
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割
を
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様

々
な
視
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ヽ

ら
聞
く
機
会
が
あ
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ま
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。
し
か
し
、
中
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で
入
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さ
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触
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。
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、
デ″」

用
者
を
ケ
ア
さ
せ
て
い
た
だ
く
上
に
お
い
て
、
と
て
も
大
切
な
事
を
学

べ
た
と
思
い

す
。
心
身

の
ケ
ア
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ケ
ア
を
提
供
す
る
側
と
受
け
る

「魂
の
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」
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も
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で
、
立思
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つ
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あ
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と
を
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通
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。
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中
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こ
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の
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や
宝
物
が
隠
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て
い
る
。
そ
し
て
、
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れ
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チ
ャ
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こ
と
が
出
来
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事
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、
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教
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い
ま
し
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。
今
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も
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修
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進
し
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い
と
思
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ま
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鯖頴午亮日内研修をふりかえって

2∞7 認知症ケアについて
5/25日 o尾 崎認知症特任課長

2007 感染対策の新しい考え方について
6/26■81寡,訂墓翼η躍畷∬

酬|
2∞7 個人情報の取り扱いについて
7/24■ ● 藤本総務課長

2007  安全運転講習会8‐7■
どぁ1ビ撃警婆L罫

剖調する・和
2∞7 摂食、鵬 卜療法について
9/25■ ● 湯布院厚生年金病院言語療法士森淳―氏

2007  人生の危機に創造的生き方を見出す

"'9・ご邸ιI鼻=廷異3面襲Lかシ._7トト氏
冊Ъ・1群躍臨副野ヨど石覇
2008  キリスト教賛美と証
117■●龍

蔀』顧

"義

酪
)

欄1・鵠 2癸理単竜麗乙催″
ア

院
を

F/H

カ ウ ン セラー 室 が で き ま した
カウンセラー=よ り

島勢オヘのスヒ リ■ エ

1111● 1           

・
         11

4月 よりカウンセラー室長として勤務している、チヤプレン(施設の牧師)の堤 健

生です。いずみの園では礼拝でお話しをしたり、皆様のところへ訪問をしてお祈りをさ

せてI頁いたり致します。又生きていくうえで苦しいときやつらいとき、その人と共に歩

む事が務めです。

牧師は宗教家で布教をする人というイメージをお持ちの方があるかもしれませんが、

チャプレンは更に一般的な働きを致します。ご入居 ご利用されている方々や職員の心

のケアを担当する人とお考え下さい。キリス ト教を強要したり致しませんので気軽に

声をかけて下さい。私も色々なところへ自由に出入りさせて頂きます。どうぞよろしく

お願い致します。                ヵゥンセラー室室長 チャプレン 堤 健生 ∪
いずみの日だより
lZt-ONO お問い合わせ・ご相談
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「中津市地域包括支援サブセンター
いずみの園」へ生まれ変わりました。
国の政策が介言J予防亜視へと移り、中津市でも中津市社会福祉協議会が平成 18

年4月 に市より妥託を受け、中津市地上或包括支援センターが始動しました。これと

同時に、介誰予防と地i或密着の介誰支援等を効果的に進めるため、今まで在宅介誰

支援センターを受託 していた事業所が、新たに地域包括支援サフセンターとして

委託を受けました。

現在、地域包括支援サフセンターいずみの園は2年 目を迎え、主任介誰支l≡専門

員 1名、介誰支援専門員2名 、社会福祉± 1名の4名 で活動しています。
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●いずみの園福祉サービス相談
(オンブズマン)委員会 第三者委員名簿

木城 睦之 委員(写真中)Te1 23 1810
大霜 明子 委員(写真右)Te 22-6776
谷  直美 委員(写真左)丁e23-1130

福祉サービス相談(ォンブズマン)委員会からのお知らせ
いりみの「|ては |∵ILケるサービスに:IL/こT月 ∴からの言・高やJj□みなとをi膏:1に==

りうことを目日]として 1,止 中立日
‐
1な立1黒から|」こ|を■け

′
lける書昴を 需三高に■1:|して

います このたび多訃IlllHI用の 高丁に'1い !iたな11三高多員を]]|「いたしましたので 九年::ら

せします

1期千三舌〕昂に〕]||されたのは 十11 ttt〕 ■ =]、子1大 霜 明子壬日 乃= ■ 曇T

多員 卜富■ て ,

いずみの日渦|■サーヒス|][|1カンノス ィン i■ 11の稽三者姜員には 由:=:L話や手千 _~
1月:|することも`11してりし 毎F〕第2イ1聟1日 10J手から12時 にはいずみの国の日=て 姜員■
も開1崖されておりますので お午.中]にお問い:Lわせくたさい。いずみの国のこ戸Tにチけていう
こ意見鮨では 無記名のこ意見も受け11けております。いずみの園をより良い施設にするため
に皆様のこ意甲をお待ちしておりまつ)

いずみの園だより
:ZuM:N¨ N0TEL 23‐1616(代 )
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お問い合わせ。こ相談は
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かきぜサポートセンター
●テイサーヒスかきせ

●B章かい者テイサーヒス
(障害者自立支援法 生活介護)

● い す み の 園 児 童 ク ラ フ  ヒ ー タ ー

開所日/月 ～土曜日 午前 8時 30分 ～午後 7時 30分

●生きかいテイサービス北l屈川
開所 日/人 ・木曜日 午前 10時 30分 ～午後 3時

●左)Fo5い千主た)1± 丁EL 0979 - 2 6 - 0 0 3 9
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